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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウスの一方の妻面に設けたシャツタ、及びファン、並びに回転機構、及びモータを備
えた回転方式送風手段と、このハウスの他方の妻面に設けたシャツタ、及びファン、並び
にモータとを備えた固定方式送風手段とを利用するハウスにおける吸込み空気の送風装置
において、
　前記シャツタは妻面に突設した外枠に設けられ、この外枠の吸込み口から前記ハウス内
に導入した外気を、このシャツタの吹出側（吹出口）より、ハウス内に張装した防虫ネッ
トと、この防虫ネットの下側の遮蔽膜と、地面と、ハウスの内面とで区画形成された外気
整流室に導入可能とし、この外気整流室内の外気は、この防虫ネットの網目を利用してコ
ントロール可能とするとともに、このハウスの棟方向端面に拡散可能とし、該ハウス内へ
の長手方向に水平方向な流れを確保可能とする構成としたハウスにおける吸込み空気の送
風装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のハウスにおける吸込み空気の送風装置であって、
　前記固定方式送風手段の外枠の放射方向の側面を、密封手段で囲繞し、この密封空間内
に、前記モータ、羽根車、又はこのモータを支持する支持杆を収容する構成としたハウス
における吸込み空気の送風装置。
【請求項３】
　請求項１に記載のハウスにおける吸込み空気の送風装置であって、
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　前記回転方式送風手段の回転機構は、ファンを内部に装置できるシャツタ枠体と、この
シャツタ枠体が設けられる妻面の枠体と、前記シャツタ枠体と前記妻面の枠体との間に設
けた枢軸と、このファンの回転停止を図る、前記シャツタ枠体と前記妻面の枠体との間に
設けたストッパーとで構成したハウスにおける吸込み空気の送風装置。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、ハウスにおける吸込み空気の送風装置に関し、さらに、詳しくは、ハウス内
の所定の空間（小型ハウスの空間）を利用して、送風手段と回転機構を配備できるハウス
における吸込み空気の送風装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ハウス（ビニールハウス、ガラスハウス等の栽培建屋）において、ハウス内の送風及び
／又は換気装置（送風装置）は、作物の生育において、健全な栽培環境と、収穫の拡充及
び／又は品質の向上と、作物の効率的かつ簡易な栽培等にとって、最低限必要となる条件
である。また、このハウス内の送風は、気候条件、作物の作柄等に対応し、送風又は吹出
か、又は送風量、送風時間等を変更することが望まれることから、極めて精緻な機構が望
まれること、又は多目的な送風手段（吸込と、吹出しを併用できる送風手段）が望まれる
。
【０００３】
　しかし、従来の小型ハウス（低所構造のハウス）では、ハウス内に色々の付帯設備があ
ること、送風手段の設置の困難性があることと、多目的な送風手段を設置することも、本
質的に困難であった。殊に、この多目的な送風手段では、この送風手段の切り換え時にお
ける回転におけるスペースが確保できないことが改良点である。
【０００４】
　このような問題点の改良として、本出願人は、改良発明を提案している。この提案を、
文献（１）、（２）として説明する。
【０００５】
　この文献（１）は、特開２００８－１１８８６４の「ハウスの送風システム」であり、
その概要は、ハウスの両妻面にファン・換気扇を設け、ハウスの両妻面内部の天井面から
一枚又は複数枚の防虫ネットの上部を垂架し、ファン・換気扇を防虫ネットで囲繞し、ハ
ウスの高さ方向の略中間部で、この防虫ネットの下部を、妻面に向かって延設し、その端
部を妻面に連結することで、この防虫ネット下側に、防虫ネットを張装しない開放部を形
成し、この防虫ネットを利用し、ハウスの長手方向に略水平方向の空気の流れと、広域的
な空気の流れの確保と、また、開放部を形成し、耕作面積の拡充と作業性の効率の向上を
確保する構成であり、略均一な栽培環境・効率的な送風の確保、又は送風領域の拡充し、
送風量の軽減化と、ファンの低容量化等による経済的な効果及び／又は省資源化の達成と
、ランニングコストの低廉化等を図ることを意図する。
【０００６】
　また、文献（２）は、特開２００８－６１５４４の「ハウスの送風システム」であり、
その概要は、ハウスの両妻面にファン・換気扇を設け、ハウスの両妻面内部に一枚又は複
数枚の防虫ネットを張装し、ハウス内に外気を、一方の妻面のファン、及び一方側の防虫
ネットを介して導入しつつ、ハウスの内気を、他方の妻面の防虫ネット、及び換気扇を介
して排気する送風システムで、一方のファン、及び防虫ネットと、他方の防虫ネット、及
び換気扇を介して、ハウスの長手方向に略水平方向の空気の流れと、広域的な空気の流れ
を確保することを特徴とし、前述の文献（１）と同じ効果を達成することを意図する。
【０００７】
【特許文献１】特開２００８－１１８８６４
【特許文献２】特開２００８－６１５４４
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　前述した文献（１）と、文献（２）は、妻面にファン・換気扇を設けるとともに、この
ファン・換気扇で、吸込んだ外気を、ハウス内に導入しつつ、妻面内部に設けた防虫ネッ
トで、ハウスの長手方向に略水平方向の空気の流れと、広域的な空気の流れを確保し、ハ
ウス内の温度（湿度）の制御と、栽培環境と人に優しい作業環境を確保とが達成できる特
徴を有する。しかし、この文献（１）と、文献（２）は、低所ハウスに送風手段を有効、
かつ既設のハウス構造を利用し、設置するには、十分な配慮と、構造が開示されていると
は考えられなかった。
【０００９】
　そこで、本発明は、低所ハウス（例えば、イチゴハウスの如く、栽培作物が、小さく、
かつ人の腰の近辺の棚で栽培するハウスである。尚、本発明では、以下、ハウスとする）
において、前述の文献（１）と、文献（２）の効果が達成できるハウスにおける吸込み空
気の送風装置を提供する。このハウスにおける吸込み空気（外気とする）の送風装置の提
供で、本発明は、下記の各意図を達成する。
【００１０】
　［イ］　ハウスに送風手段を設置し、ハウスの長手方向に略水平方向の外気の流れと、
広域的な外気の流れを確保することで、例えば、ハウス内における耕作環境、及び作物へ
の送風領域の拡充を図り、また、効率的な送風を確保し、作物の収穫量の増大と、作業性
の効率化の向上を図ること、そして、また、送風量の軽減化・ファン及び／又は換気扇の
低容量化等による経済的な効果、及び省資源化の達成を図ること、さらに、ランニングコ
ストの低廉化を達成すること、
　［ロ］　ハウスにおいて、誘引梁、又は内張りビニールカーテンに邪魔されることなく
、送風手段を設置でき、かつ送風手段の回転が図れる構造を提供すること、
　［ハ］　ハウス内での作業を、従来のような温熱環境的に安全な時間帯である日の出後
、日没前の数時間程度に限られずに、昼夜の作業も可能とし、効率的な農作業の達成に役
立てること、
　［ニ］　ハウスの圃場面積を拡充し、かつ作物の収穫量を増加させること、
　［ホ］　従来の施設栽培における農作業の作業強度は、ＲＭＲ（エネルギー代謝率）が
１～２の極軽作業～軽作業を中心とする。しかし、防虫ネット及び／又は内張りビニール
フィルムを装備したハウスでは、高温期において、日射の増加に伴い、作業者の胸から顔
の付近では、ＷＢＧＴ（湿球黒球温度）の上昇が激しく、もって、ネット無被覆ハウスよ
りも高く推移することに鑑み、本発明で、このハウスの温熱環境的に対する問題点の解消
を図ること、等を意図する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　請求項１・２の発明は、前記［イ］～［ホ］に示した意図を達成することにある。
【００１２】
　請求項１は、ハウスの一方の妻面に設けたシャツタ、及びファン、並びに回転機構、及
びモータを備えた回転方式送風手段と、このハウスの他方の妻面に設けたシャツタ、及び
ファン、並びにモータとを備えた固定方式送風手段とを利用するハウスにおける吸込み空
気の送風装置において、
　前記シャツタは妻面に突設した外枠に設けられ、この外枠の吸込み口から前記ハウス内
に導入した外気を、このシャツタの吹出側（吹出口）より、ハウス内に張装した防虫ネッ
トと、この防虫ネットの下側の遮蔽膜と、地面と、ハウスの内面とで区画形成された外気
整流室に導入可能とし、この外気整流室内の外気は、この防虫ネットの網目を利用してコ
ントロール可能とするとともに、このハウスの棟方向端面に拡散可能とし、該ハウス内へ
の長手方向に水平方向な流れを確保可能とする構成としたハウスにおける吸込み空気の送
風装置である。



(4) JP 5350071 B2 2013.11.27

10

20

30

40

50

【００１３】
【００１４】
【００１５】
【００１６】
　請求項２の発明は、前記［イ］～［ホ］に示した意図を達成するに最適な、外枠の周辺
を密封した送風手段を提供することにある。
【００１７】
　請求項２は、請求項１に記載のハウスにおける吸込み空気の送風装置であって、
　前記固定方式送風手段の外枠の放射方向の側面を、密封手段で囲繞し、この密封空間内
に、前記モータ、羽根車、又はこのモータを支持する支持杆を収容する構成としたハウス
における吸込み空気の送風装置である。
【００１８】
　請求項３の発明は、前記［イ］～［ホ］に示した意図を達成するに最適な、送風手段の
回転機構を提供することにある。
【００１９】
　請求項３は、請求項１に記載のハウスにおける吸込み空気の送風装置であって、
　前記回転方式送風手段の回転機構は、ファンを内部に装置できるシャツタ枠体と、この
シャツタ枠体が設けられる妻面の枠体と、前記シャツタ枠体と前記妻面の枠体との間に設
けた枢軸と、このファンの回転停止を図る、前記シャツタ枠体と前記妻面の枠体との間に
設けたストッパーとで構成したハウスにおける吸込み空気の送風装置である。
【００２０】
【００２１】
【００２２】
【００２３】
【発明の効果】
【００２４】
　請求項１の発明は、ハウスの一方の妻面に設けたシャツタ、及びファン、並びに回転機
構、及びモータを備えた回転方式送風手段と、ハウスの他方の妻面に設けたシャツタ、及
びファン、並びにモータとを備えた固定方式送風手段とを利用するハウスにおける吸込み
空気の送風装置において、
　シャツタは妻面に突設した外枠に設けられ、外枠の吸込み口からハウス内に導入した外
気を、シャツタの吹出側（吹出口）より、ハウス内に張装した防虫ネットと、防虫ネット
の下側の遮蔽膜と、地面と、ハウスの内面とで区画形成された外気整流室に導入可能とし
、外気整流室内の外気は、防虫ネットの網目を利用してコントロール可能とするとともに
、ハウスの棟方向端面に拡散可能とし、ハウス内への長手方向に水平方向な流れを確保可
能とする構成としたハウスにおける吸込み空気の送風装置である。
【００２５】
　従って、請求項１は、下記の特徴がある。
【００２６】
　［イ］　ハウスに送風手段を設置し、ハウスの長手方向に略水平方向の外気の流れと、
広域的な外気の流れを確保することで、例えば、ハウス内における耕作環境、及び作物へ
の送風領域の拡充を図り、また、効率的な送風を確保し、作物の収穫量の増大と、作業性
の効率化の向上を図ること、そして、また、送風量の軽減化・ファン及び／又は換気扇の
低容量化等による経済的な効果、及び省資源化の達成を図ること、さらに、ランニングコ
ストの低廉化を達成できること、
　［ロ］　ハウスにおいて、誘引梁、又は内張りビニールカーテンに邪魔されることなく
、送風手段を設置でき、かつ送風手段の回転が図れる構造を提供できること、
　［ハ］　ハウス内での作業を、従来のような温熱環境的に安全な時間帯である日の出後
、日没前の数時間程度に限られずに、昼夜の作業も可能とし、効率的な農作業の達成に役
立つこと、
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　［ニ］　ハウスの圃場面積を拡充し、かつ作物の収穫量を増加できること、
　［ホ］　従来の施設栽培における農作業の作業強度は、ＲＭＲ（エネルギー代謝率）が
１～２の極軽作業～軽作業を中心とする。しかし、防虫ネット及び／又は内張りビニール
フィルムを装備したハウスでは、高温期において、日射の増加に伴い、作業者の胸から顔
の付近では、ＷＢＧＴ（湿球黒球温度）の上昇が激しく、もって、ネット無被覆ハウスよ
りも高く推移することに鑑み、本発明で、このハウスの温熱環境的に対する問題点の解消
を図れること、
【００２７】
【００２８】
　請求項２の発明は、請求項１に記載のハウスにおける吸込み空気の送風装置であって、
　固定方式送風手段の外枠の放射方向の側面を、密封手段で囲繞し、密封空間内に、前記
モータ、羽根車、又はこのモータを支持する支持杆を収容する構成としたハウスにおける
吸込み空気の送風装置である。
【００２９】
　従って、請求項２は、前記［イ］～［ホ］に示した意図を達成するに最適な、外枠の周
辺を密封した送風手段を提供できる特徴がある。
【００３０】
　請求項３の発明は、請求項１に記載のハウスにおける吸込み空気の送風装置であって、
　回転方式送風手段の回転機構は、ファンを内部に装置できるシャツタ枠体と、シャツタ
枠体が設けられる妻面の枠体と、シャツタ枠体と妻面の枠体との間に設けた枢軸と、ファ
ンの回転停止を図る、シャツタ枠体と妻面の枠体との間に設けたストッパーとで構成した
ハウスにおける吸込み空気の送風装置である。
【００３１】
　従って、請求項３は、前記［イ］～［ホ］に示した意図を達成するに最適な、送風手段
の回転機構を提供できる特徴がある。
【００３２】
【００３３】
【００３４】
【００３５】
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】図１はイチゴ栽培と、通常は別に栽培するトマト栽培を一例として示したハウス
（低所ハウスである）に送風手段を設けた正面模式図
【図２】図２は図１に示したイチゴ栽培等のハウスの一部省略の側面模式図
【図３－１】図３－１は回転機構を備えた送風手段の一例を示した拡大正面図
【図３－２】図３－２は図３－１の裏面図
【図４－１】図４－１は図３－１に示した送風手段を吸気（吸込み）状態で使用する一例
を示した側面模式図
【図４－２】図４－２は図３－１に示した送風手段を排気（吐出）状態で使用する一例を
示した側面模式図
【図５－１】図５－１は固定方式の送風手段の一例を示した拡大正面図
【図５－２】図５－２は図５－１の裏面図
【図６－１】図６－１は図５－１に示した送風手段の一例であって、吸気か、又は排気状
態で使用する一例を示した拡大側面図
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　１はハウスで、このハウス１は、躯体１００と、ビニールハウス１０１で構成されてお
り、低所方式であって、次のように構成される。そして、このハウス１には、誘引梁２と
、内張りビニールフィルム３が設けられている。この誘引梁２と妻面１ａの内側とでなる
棟方向空間Ｈ（棟方向の空間）に設けられている。また、この内張りビニールフィルム３
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と誘引梁２とでなる棟方向空間Ｈ１（高さ方向の空間）に設けられている。尚、前記妻面
１ａを構成する躯体１００の一部には、方形状の躯体部材１００ａ、１００ｂを方形状に
組付けた枠体５を形成する。この枠体５（［躯体１００］）で形成される開口部５００に
は、後述する送風手段を取付ける。そして、この開口部５００に、送風手段を設ける構造
である。この送風手段の構造により、区々となり、例えば、図３－１～図４－２の実施例
では、妻面１ａの躯体１には、その外方に突出する出窓形式の方形状の外枠６を突設する
。そして、この一例では、この枠体５の少なくとも、隅角より前記外方に突出する四本の
外枠部材６００ａ、６００ｂで形成する。また、図５－１～図６－２の実施例では、妻面
１ａの躯体１と面一形式であって、前記枠体５を利用する簡便な構造である。
【００３８】
　この送風手段は、図３－１～図４－２の実施例では、回転機構を備えた構造であり、枠
体５に僅かの隙間をもって収容される枠部材１０００ａ、１０００ｂを枠組み構成したシ
ャツタ枠体１０と、このシャツタ枠体１０の枠部材１０００ａ、１０００ｂと、枠体５の
躯体部材１００ａ、１００ｂ（躯体部材１００ａ等とする）間で、その上下方向（妻面１
ａの天地方向）か、又は左右方向（地面に並行する方向）において対峙して設けた対の枢
軸１１と、このシャツタ枠体１０に支持杆１２で支持した羽根車１３と、モータ１４等の
駆動部と、図示しない回転装置（ワイヤの操作、モータと歯車機構、又はモータとリンク
機構等の装置）と、図示しないストッパーで構成する。この送風手段のシャツタ枠体１０
を、前記ハウス１の誘引梁２と妻面１ａの内面とで形成される棟方向空間Ｈで、かつ誘引
梁２の妻面１ａ側に設けた防虫ネット２０の妻面１ａ側に設けることで、このシャツタ枠
体１０の枠部材１０００ａ、１０００ｂの略１／２の長さに相当するスペースを確保でき
る。このシャツタ枠体１０を前記スペースに設置し、かつシャツタ枠体１０の枠部材１０
００ａ、１０００ｂを、枠体５の、例えば、躯体部材１００ａ、１００ｂに枢着すること
で、このシャツタ枠体１０の回転を可能とする。また、外枠６の外枠部材６００ａ、６０
０ｂの長さは、このシャツタ枠体１０の枠部材１０００ａ、１０００ｂの略１／２の長さ
より長く構成し、前記回転を担持する。また、この防虫ネット２０と、外枠６の放射方向
の周辺（外枠部材６００ａ、６００ｂの長手方向の周辺）を密封する遮蔽部材２１、及び
この外枠６の吸込み側６ａと吹出側６ｂを開放する構成にすることで、例えば、外気の吸
込みと、ハウス１内（ハウス１全体）への長手方向１－１に略水平方向の外気の流れと、
広域的な外気の流れとが確保できる。またシャツタ枠体１０は、このハウス１の高さ方向
では、ハウス１の内張りビニールフィルム３と、誘引梁２との間にある高さ方向空間Ｈ１
で設けられる。これにより、前述の回転と、外気の吸込みと、それぞれの流れと、が確保
できる。尚、誘引梁２の妻面１ａ側に設けた防虫ネット２０の底部２０ａは、遮蔽部材と
する。また、この防虫ネット２０は、吹出側６ｂのみの場合もあり得るし、この場合にお
いても、前述の外気の吸込みと、それぞれの流れが確保できる。前述の如く、実施例を採
用することで、図１に示した、棚泡を利用したイチゴ栽培Ａと、吊下げ栽培するトマト栽
培Ｂによる低所ハウス１においても有効である。また、外枠６には、送風手段を構成する
自動、又は風圧等で開閉するシャツタ１７を設ける（シャツタ１７は、必要により設ける
）。このシャツタ１７の閉塞で、外枠６及び／又はハウス１の遮蔽と、雨水の浸入防止、
又はハウス１内の密封等を図り、また、その開放で、外気をハウス１内に導入する。
【００３９】
　そして、この吸込み兼排気用の送風手段を、この種のハウス１（既成のハウス「図示し
ない」も含む）に設置するには、前述した如く、ハウス１において、妻面１ａに外枠６を
突設し、かつシャツタ枠体１０を枠体５に枢着し、しかもシャツタ枠体１０を、ハウス１
の誘引梁２と妻面１ａの内面とで形成される棟方向空間Ｈに設けるとともに、このシャツ
タ枠体１０を、ハウス１の高さ方向では、ハウス１の内張りビニールフィルム３と、誘引
梁２との間にある高さ方向空間Ｈ１に設けることで、達成される。
【００４０】
　また、この送風手段は、図５－１～図６－２の実施例では、枠体５、又はシャツタ枠体
１５に設けた支持杆１２を介して、羽根車１３と、モータ１４等の駆動部を設ける。この
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実施例では、吸込側として使用し、吸気とするか、又は吹出側として利用し、排気とする
かの択一使用をする。そして、この実施例では、ハウス１内の内圧でシャツタ１７を開閉
し、給排気用として利用する。
【００４１】
　以下、外気の導入と、ハウス１内の外気（室内空気）の動きを説明する。図４－１に示
した吸込み（吸気）の状態では、羽根車１３は、妻面１ａの外側にあり、かつシャツタ１
７は、図示しない自動開放手段で、開放状態である。その後、モータ１４を駆動すること
で、羽根車１３が回転し、外枠６の吸込み側６ａ（吸込み口）より外気を吸込む（外枠６
の周辺は遮蔽部材２１で閉塞されている）。この外気は、吹出側６ｂ（吹出口）より、ハ
ウス１内において防虫ネット２０の張装と、防虫ネット２０の下側（必要により図示しな
い遮蔽膜）と、この下側と地面で形成される空間Ｈ３、及び／又はハウス１の内面で区画
された外気整流室１０２に導入される。この外気整流室１０２内の外気は、網目２０００
で抑制されながら、整流、かつ風圧（送風力）が緩和されるとともに、このハウス１の棟
方向端面（短手方向１－２）に拡散されことから、例えば、前述の如く、ハウス１内への
長手方向１－１に略水平方向の外気の流れと、広域的な外気の流れとが確保できる。従っ
て、作物への略均等な風の流れと、温湿度分布の略均一化が図れる特徴があり、前述した
如く、例えば、栽培・作業環境と、栽培・作業合理化、及び／又は、収穫・品質等の向上
が図れる。
【００４２】
　また、図４－２に示した排気の状態では、羽根車１３は、妻面１ａの内側にあり、かつ
シャツタ１７は、図示しない自動開放手段で、開放状態である。その後、モータ１４を駆
動することで、羽根車１３が回転し、内気を、吸込み側６ｂより吸込み、外枠６の排気側
６ｃより排気する。この内気は、張装された防虫ネット２０と網目２０００による抑制と
を介して、その短手方向１－２の略全体から、略均等、かつ緩やかに吸気されるとともに
、このハウス１内の長手方向１－１から、広域的、かつスムーズに吸気される。従って、
作物への略均等な風の流れと、温湿度分布の矯正化が図れる特徴があり、前述した如く、
例えば、栽培・作業環境と、栽培・作業合理化、及び／又は、収穫・品質等の向上が図れ
る。
【００４３】
　尚、図６－１と、図６－２の吸込みと排気は、前述の図４－１と、図４－２の各例に順
ずる。また、各例とも、一方の妻面１ａが、吸込みの場合は、原則として、他方の妻面１
ａａは、排気となる。そして、各例を、両妻面１ａと、妻面１ａａにそれぞれ設ける構造
が原則であるが、この図３－１～図４－２を、一方の妻面１ａに、図５－１～図６－２を
、他方の妻面１ａに、設ける他の構造も可能である。
【００４４】
　図中１ｂは、ハウス１の天井を示す。
【符号の説明】
【００４５】
１　　　　　　ハウス
１００　　　　躯体
１００ａ　　　躯体部材
１００ｂ　　　躯体部材
１０１　　　　ビニールフィルム
１０２　　　　外気整流室
１ａ　　　　　妻面
１ａａ　　　　妻面
１ｂ　　　　　天井
１－１　　　　長手方向
１－２　　　　棟方向
２　　　　　　誘引梁
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３　　　　　　内張りビニールフィルム
５　　　　　　枠体
５００　　　　開口部
６　　　　　　外枠
６００ａ　　　外枠部材
６０ｂ　　　　外枠部材
６ａ　　　　　吸込み側
６ｂ　　　　　吹出側
６ｃ　　　　　排気側
１０　　　　　シャツタ枠体
１０００ａ　　枠部材
１０００ｂ　　枠部材
１１　　　　　枢軸
１２　　　　　支持杆
１３　　　　　羽根車
１４　　　　　モータ
１７　　　　　シャツタ
２０　　　　　防虫ネット
２０００　　　網目
２１　　　　　遮蔽部材
Ｈ　　　　　　棟方向空間
Ｈ１　　　　　高さ方向空間
Ｈ３　　　　　空間
Ａ　　　　　　イチゴ栽培
Ｂ　　　　　　トマト栽培
【図１】 【図２】
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【図６－１】
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